
学校関係者評価

評価の観点
上段：中間 （アの数値）【H29前期】

下段：H30-H29
達成度判断基準

（肯定的なア＋イ）
評価 （学校関係者評価評価者による意見）

　 １００（６５）％【１００％】

±０％

  ９６（４３）％【９６％】

±０％

１００（８３）％【１００％】

±０％

  ９６（６１）％【９６％】

±０％

  ９１（５７）％【９２％】

－１％

　９１（２４）％【８９％】

＋２％

　９６（４８）％【９２％】

＋４％

　８５（４０）％【８７％】

－２％

　８７（５７）％【９２％】

－５％

　７５（３３）％【７８％】

－３％

　６７（３３）％【７４％】

－７％

　７５（２６）％【７４％】

＋１％

　９６（４３）％【９２％】

＋４％

　７２（３２）％【６８％】

＋４％

　８６（４３）％【８６％】

±０％

　９６（４１）％【９６％】

±０％

　８８（３２）％【８４％】

＋４％

　６７（２１）％【６９％】

－２％

　１００（７４）％【９６％】

＋４％

　９５（４７）％【９５％】

±０％

　９６（７４）％【９６％】

±０％

　９５（４７）％【９５％】

±０％

 ９６（８３）％【１００％】

－４％

  ９０（６７）％【９２％】

－２％

　 ９６（６６）％【１００％】

－４％

　９７（８０）％【９４％】

＋３％

  ８２（３７）％【８２％】

±０％

　８６（５０）％【９６％】

－１０％

  ７６（５２）％【７７％】

－１％

   ７９（４４）％【８２％】

－３％

　８２（１８）％【７７％】

＋５％

　６１（１９）％【６５％】

－４％

           平成３０年度　かほく市立宇ノ気中学校　学校評価報告書　（中間） ※ 保護者アンケート回収率
中間 【 ９１．８％ 】　年度末 【　　％】

４２７名中 ３９２名の回答（★：かほく市重点目標と関連のある取組　◆：かほく市共通アンケート項目） ア たいへんそう思う（十分満足）　　イ そう思う（やや満足）　　ウ あまり思わない（やや不十分）　　エ 全く思わない（不十分）

重点目標
自　己　評　価

取組状況　　【　○成果　　▲課題　　☆今後の対応、改善策　】
具体的な取組

Ａ ○全教員が、授業では生徒指導の３機能を意識し、基礎的・基本的な学習事
項の定着に努めている。
○活用力（思考力・判断力・表現力）を高めるため、課題解決型授業を積極
的に行っている教員は９０％を超えている。
○学力調査を分析し、それをもとに学力向上プランの具体策を教科で実践し
ている。
○「授業が分かりやすく、学力の向上につながっている」と考える保護者は昨
年度よりも２％増加した。

▲単元を通して、年間を通してどんな力を、どこまで身に付けさせるか各教科
の目標（つけたい力）を意識した指導を徹底する必要がある。
▲一時間の授業の中で、指導する時間と考えさせる時間を計画的に設定す
る。

☆学習規律、特に聞くこと、話を聞く姿勢を重視して指導し、学習事項の定着
につなげる。
☆ロードマップに明記したことを実行すること、教科部会で確認したこと（指
導）を継続して行う。
☆生徒が目的意識を持って課題解決に向かう授業設計・課題設定を工夫す
る。教科部会や授業研究を通して具体的な課題例を検討する。
☆表現力を高めるために、相手を意識した「書くこと」と「話すこと」を徹底す
る。

・学力調査の結果やア
ンケートの集計結果を
見て、学力が身につい
ていること、授業にしっ
かり取り組んでいること
がわかる。先生方の努
力の結果だと思う。

・宇ノ気中の生徒は真面
目でおとなしい。慣れる
までに時間がかかる。
人前で話すのが苦手な
生徒がいる。間違いを
恐れず、自信をもって発
表することが苦手なよ
う。人前で話す機会、歌
う機会を増やす等、発話
の場面や発表する場面
を増やす指導を心がけ
てほしい。個性を大切に
する教育、特徴を伸ば
す教育を大事にして指
導をお願いしたい。

・自分の考えや思いを伝
える力（表現力）を高め
ていく必要がある。元気
で活力ある生徒を育成
してほしい。

・主体的な学習者をつく
るための方策は？　　進
んで学習する、人前で
意見を発表するよう指
導・支援してほしい。

・先生方が普段の授業
で学力向上を意識して
指導していることが分か
る数値結果である。しか
しながら、数値が高けれ
ば安心できるというもの
ではなく、今後もひとつ
上を目指して、頑張って
ほしい。

・学校参観や学校行事
で、生徒の様子を見て
いるが、いつ見ても落ち
着いた雰囲気で学校生
活を送っている様子がう
かがえ、学習規律も良
好である。学校と家庭と
が連携を密にし、家庭学
習の習慣化・定着に取り
組んでいただきたい。

・自分の将来や進路に
ついての学習指導を地
域人材を活用したり、宇
ノ気中OB（卒業生）を活
用したりし、生徒が将来
に目標を持って学校生
活が送れるよう、今後、
期待している。

【教職員】
学力調査の結果を把握し、「学力向上プラン」に基づ
く指導を行っている。

Ａ

【教職員】
基礎的・基本的な内容を身に付ける指導を行ってい
る。

Ａ

【教職員】
活用力（思考力・判断力・表現力）を高める指導を
行っている。

Ａ

【教職員】
課題解決型授業を積極的に行っている。

【教職員】
生徒指導の3機能（自己決定・自己存在感・共感的人
間関係）を意識した授業に努めている。

Ａ：９０％以上
Ｂ：７５％以上
Ｃ：６０％以上
Ｄ：６０％未満

Ａ

【保護者】
学校は、分かりやすい授業や学力向上（学習内容の
定着）に努めている。

Ａ：９５％以上
Ｂ：８５％以上
Ｃ：７５％以上
Ｄ：７５％未満

Ｂ

②

★
校内研究の充
実
（学習意欲・表
現力の育成）

【教職員】
授業で、「書くこと」「話すこと」を重視した指導を行っ
ている。

Ａ：９０％以上
Ｂ：７５％以上
Ｃ：６０％以上
Ｄ：６０％未満

Ａ

Ｂ

①

★
授業力の向上
（基礎学力の
定着と活用力
の向上）

Ａ

【生徒】
学習内容で分からないところは質問している。 Ｃ

【生徒】
分からない問題（課題）は、自分で調べたり考えたり
して、勉強している。

Ｂ

【教職員】
自分で計画を立てて、学習に取り組むよう指導して
いる。

Ａ

【生徒】
授業では、書いたり話したりする活動に積極的に取
り組むことができている。

Ｂ

【教職員】
根拠や理由をつけて発言させる指導をしている。 Ｂ

【生徒】
根拠や理由をつけて発言している。 Ｂ

【生徒】
自分の考えや意見を人前で発表することができる。 Ｃ

【生徒】
自分の考えを、分かりやすく相手に伝え、考えを深め
ることができる。

○「書くこと」「話すこと」を重視して授業・指導を行う教師が増えた。
○授業中に質問タイムをとっている教師、自分から質問する生徒が、どちらも
昨年度比＋４％になった。
○家庭で計画的に学習する生徒が、近年で最も数値が高かった昨年度前期
よりも４％増加した。特に昨年度に比べ、１年生が増えている。
○国語（漢字テスト）・数学（数学基礎テスト）・英語（英単テスト）に対する継続
的な学習により、徐々に自分自身で計画を立てて、学習できるようになってき
ている。

▲教師側は「書くこと」「話すこと」を重視した指導を行っている意識は高いも
のの、その活動に対して積極的に取り組めている生徒（の意識）は高くない。
▲生徒の「根拠や理由をつけて発言している」「自分の考えや意見を人前で
発表できる」意識が低下している。その自信のなさが発表時の声の大きさに
比例していると考えられる。
▲計画的に学習する意識は高まってきているものの、現状はまだできていな
い生徒が多いと感じる。

☆良くなっているところを認め、発表場面に応じた声の大きさを意識させて発
言させるようにしたい。
☆結論先行型の話し方を意識させ、根拠や理由をつけて発言することや書く
ことを指導する。
☆グループや全体で発表させる活動を継続して行い、発表することに慣れさ
せる。
☆授業中に質問はないか細かくたずねるなど、生徒が分からないところを質
問できる時間や場を確保する。
☆「学びの回廊」の利用を呼びかけ、質問する機会を増やす。

【生徒】
自分で計画を立てて勉強している。 Ｂ

【保護者】
我が子は、自分で計画を立てて勉強している。 Ｃ

【教職員】
授業中、生徒が分からないところを質問する時間を
確保している。

③
★
学習規律の確
立

【教職員】
学習規律（授業のルール）の定着に向けた指導を
行っている。

Ａ：９５％以上
Ｂ：８５％以上
Ｃ：７５％以上
Ｄ：７５％未満

Ａ

④
★
家庭学習の充
実

【教職員】
宿題や家庭学習ノート（１．２年生）、講座（３年生）な
ど、家庭学習にしっかり取り組むよう指導している。

Ａ：９０％以上
Ｂ：７５％以上
Ｃ：６０％以上
Ｄ：６０％未満

Ａ

【生徒】
家庭学習に毎日取り組んでいる。 Ａ

【保護者】
我が子は、家庭学習に毎日取り組んでいる。 Ｂ

○保護者の「将来のことや進路について考えさせる指導」について学校に対
する評価は昨年度よりも５％高くなった。

▲全体的にキャリア教育が弱い。キャリア教育に関する指導を行っていると
答えた教員の数値は大きく減少した。（昨年度比－１０％）
▲将来の夢や目標を持っている答えた生徒が減少した。（昨年度比－１％）
生徒の将来への展望を持たせる指導（活動）が行えていない。
▲前期は、キャリア教育に関する行事が少なく、取組・実践が不十分になりが
ちである。
▲保護者から見て進路指導の状況が良くない。昨年度よりもさらに４％低下
した。

☆７月以降の職場体験や高校調べ、体験入学について事前指導・事後指導
の充実を図ることで、将来の自分をイメージしやすくなる。生徒が夢や目標を
持てるように、キャリア教育を重視していきたい。
☆進路についてのお知らせを学年だよりや進路通信で各家庭へ配付し、保
護者との連携を図っていく。

【生徒】
将来の夢や目標を持っている。 Ｂ

【生徒】
進路学習を通して、自分の将来や進路について考え
ることができている。

Ｂ

【保護者】
学校は、将来のことや進路について考えさせる指導
に努めている。

Ｂ

【保護者】
我が子は、将来の夢や目標を持っている。

Ａ

○学習規律を徹底している教師側の意識は高い。（１００％）授業のルールを
守って授業に集中できている生徒がほとんどである。（９５％）
○ベル学にしっかり取り組む生徒は、近年で最も高かった昨年度と同じ数値
である。

▲「宿題や家庭学習ノート、講座学習など、家庭学習にしっかり取り組むよう
指導している」教員は９６％、「家庭学習に毎日取り組んでいる」生徒は９７％
と１００％ではない。教師側の意識の低下が気になる。 共通理解、共通指導
ができていない可能性がある。
▲授業中の課題に対し集中して取り組むことができている点は良いが、宿題
の提出など、やはり家庭学習に課題がある。メディア等の利用の仕方も含
め、時間の使い方の指導が必要だと考える。
▲「家庭学習に毎日取り組めている」という生徒の自己評価に対し、保護者
の評価は低く、１５％の差がある。

（学習規律・ベル学）
☆教職員は率先垂範を意識し、できるだけ早く教室に行き、ベル学の内容が
適切であるか、ベル学をしっかり行っているか等、授業者がしっかり生徒の様
子を見取り、確認する。
☆三役会を活かして、ベル学にしっかり取り組むよう生徒側からも呼びかけ、
意識を高める。生徒は３分前着席すること、１分前にベル学を開始することを
徹底する。
（家庭学習）
☆まだ学習が習慣化していない生徒も相当数いるので、少しでも改善できる
ように根気よく指導していきたい。
☆家庭学習ではワークやプリントなどの宿題をしてから、家庭学習ノートや講
座シートをするという順序で行うよう、各学年の学習担当、学級担任から指導
する。
☆学級担任（家庭学習ノート）、教科担任（宿題）など、課題を確実に点検する
ことを継続して行い、家庭学習を徹底する意識を高めるとともに、生徒に見通
しを持って学習させる。
☆１、２年生は部活動との両立を目指すよう、全教員で共通指導する。
☆３年生は放課後や休日の時間の使い方（学びの回廊の活用）を学年集会
の場でも指導する。
☆メディアとのつきあい方を含め、望ましい家庭での時間の使い方を指導す
る。

【生徒】
授業のルールを守り、集中して取り組んでいる。 Ａ

【教職員】
ベル学にしっかり取り組むよう具体的な指導を行って
いる。

Ａ

【生徒】
授業では、ベル学にしっかり取り組むことができてい
る。

Ａ

【教職員】
宿題や提出物をきちんと提出するよう指導している。 Ａ

【生徒】
宿題や提出物をきちんと提出できている。

Ｃ

Ａ：９０％以上
Ｂ：７５％以上
Ｃ：６０％以上
Ｄ：６０％未満

Ｂ
【教職員】
将来のことや進路について考えさせる指導（キャリア
教育）を行っている。

1

学
力
の
向
上

⑤
キャリヤ教育
（進路学習）の

推進
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学校関係者評価

評価の観点
上段：中間 （アの数値）【H29前期】

下段：H30-H29
達成度判断基準

（肯定的なア＋イ）
評価 （学校関係者評価評価者による意見）
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重点目標
自　己　評　価

取組状況　　【　○成果　　▲課題　　☆今後の対応、改善策　】
具体的な取組

　 １００（３８）％【９６％】

＋４％

　８０（３８）％【７７％】

＋３％

　９６（６８）％【９５％】

＋１％

　７６（２４）％【７４％】

＋２％

　８１（１５）％【８０％】

＋１％

　９２（３０）％【９４％】

－２％

１００（６７）％【１００％】

±０％

　７２（１５）％【７５％】

－３％

　９９（８９）％【９８％】

＋１％

　８３（３３）％【９６％】

－１３％

　９６（４８）％【９６％】

±０％

　９６（７１）％【９３％】

＋３％

　９４（３３）％【９５％】

－１％

１００（７１）％【１００％】

±０％

　９９（８１）％【９８％】

＋１％

　９６（４６）％【９３％】

＋３％

  ９９（８２）％【９９％】

±０％

　９８（７６）％【９７％】

＋１％

　 ８９（４８）％【８８％】

＋１％

　９４（７３）％【９７％】

－３％

　８４（４３）％【８０％】

＋４％

　５６（１４）％【６０％】

－４％

　９６（６１）％【９６％】

±０％

○生徒理解、信頼関係の部分では、教職員、生徒、保護者の意識は向上し
た。
○生徒の「自分が困ったときに、悩みを聞いてくれたり　～　相談したりできる
先生がいる」については上昇幅は大きい。（H２８前期：６８％→H２９前期：７
７％→Ｈ３０前期：８０％）
○生徒の教員に対する思いの向上は、教師側の生徒に対する関わり方が良
く、信頼関係を深めることに努力している（教職員１００％）結果の表れかと考
えられる。
○保護者の学校に対する信頼度は上昇した。生徒が安心して過ごせる雰囲
気の学級・学校だと感じている保護者が多い。（９２％。昨年度比は－２％）

▲生徒の意識を見ると、きちんとダメなことはダメといってくれる先生は多いと
思っている数値（９６％）に対し、悩みを打ち明けたり、教師に相談する気持ち
が持てていない生徒が全体の２０％いる。
▲「困ったときに頼って相談できる教職員がいる」という保護者の意識が７
６％とまだまだ低い。
▲「学級は、生徒が安心して過ごせるよい雰囲気だ」と考える保護者が昨年
度よりも低下した。

☆生徒が頑張れる場を多くすることで、教師からの声かけも増え、教師と生
徒との距離も縮まり、信頼関係を高めることができる。
☆生徒の頑張っている姿をおたよりや学校ＨＰ等で多く発信することで保護
者の信頼度も向上させることができる。

○教職員のいじめを見逃さない姿勢、生徒のいじめを許さない意識は高い。

▲生徒のいじめに対する意識は高いようだが、実際にからかったり、人の嫌
がることをしたりしてトラブルがあった。

☆いじめに関わる指導を継続して行い、見逃さないことが大事。日々の見取
り（アンケートの利用）をしっかりする。場合によって聞き取り・声かけ・支援を
継続的に行う。
　① 毎月のいじめ調査を元に面談
　② 自己有用感、自己肯定感を高める取組（声かけ、さわやかカード等）
　③ 保護者への情報提供（たより、ホームページ）

○保護者と連携し、不登校生への対応や支援に努める教職員の意識は高い。

▲不登校生徒への組織的な対応が大きく低下した。（昨年度比－１３％）

☆組織的対応を充実させいくためには、各学年において学年主任、生徒指導、教育
相談、学級担任の連携を図る。
☆電話連絡や家庭訪問をこまめに行い、不登校生とその保護者との信頼関係を保
つ。

○問題行動に対する組織的で迅速な対策はしっかりとできている。（昨年度
比＋３％）
○保護者の「学校は社会のルールや規範意識の育成に努めている」意識は
高い。
○全体的に挨拶はしっかりとできている。（生徒、教職員ともに９６～９９％の
数値） 地域でのあいさつが昨年度よりも増えた。

▲あいさつや会釈ができている生徒とできていない生徒に差が出てきてい
る。
▲登校時間が遅い生徒がいる。（昨年度比－３％）
▲保護者アンケートから、あいさつ指導、食育指導、メディア指導のできてい
ない家庭があり、一部の保護者については学校の取組への理解が低い。

☆あいさつ指導、登校指導を強化する。玄関、授業の終始、部活動、廊下な
どでのあいさつ指導を続けることが必要であり、率先して教職員側からあいさ
つすることが大事である。教員アンケートの意見にもあったが、教員自身の実
践「率先垂範」も宇中ブランドであることを確認したい。時間に余裕をもった登
校指導も継続する。
☆家庭でのあいさつが依然低い。家庭内でのあいさつの習慣化をお願いした
い。

（メディアコントロール）
○毎月の全校集会で学習担当や生徒指導より、家庭学習の大切さを話して
いる。その結果として、生徒のメディアコントロールの意識が高くなっていると
思われる。
▲保護者の意識を高める工夫が必要である。
☆メディアの利用について、全校集会だけでなく学級指導を継続的に行う。
☆保護者に対しても、家庭での時間の使い方の指導、メディアコントロールの
協力をお願いする。

生徒指導部の今後の重点項目・継続的な取組・日常的な実践
　①玄関指導、昼巡回、部活動指導における声かけ。週１回は教職員による
玄関指導を行う。
　②いじめ調査を元にした声かけ。（→学年主任→生徒指導主事）
　③定期教育相談による声かけと支援。
　④ＱＵ調査による実態把握と支援・取組。
　⑤自己肯定感、自己有用感を育む取組。

（その他）
▲自転車マナーが悪い。
☆今後も機会をとらえ、指導を継続する。命の大切さを訴える指導を行う。
▲通学カバンの中身が重いという保護者の意見があった。
☆５教科の授業がある日はどうしてもカバンが重くなる。生徒の様子を観察
し、考える。

2

生
徒
指
導
の
充
実

①

生徒理解、教
育相談の充実
（生徒、保護者
との信頼関係
の構築）

【教職員】
生徒の思いや悩みを理解し、信頼関係を深めること
ができている。

Ａ：９０％以上
Ｂ：７５％以上
Ｃ：６０％以上
Ｄ：６０％未満

Ａ

【保護者】
学級（学校）は、生徒が安心して過ごせるよい雰囲気
だと思う。

Ａ

規範意識の向
上（問題行動
への迅速な対
応）

【教職員】
問題行動等が発生した時に、組織的に迅速な対応
や対策ができている。 Ａ：９０％以上

Ｂ：７５％以上
Ｃ：６０％以上
Ｄ：６０％未満

Ａ

【保護者】
学校は、社会のルールや規範意識の育成に努めて
いる。

Ａ

③

★
不登校、特別
支援教育の充
実

【教職員】
不登校生徒への対応は、支援計画に基づき組織的
に行われている。 Ａ：９５％以上

Ｂ：８５％以上
Ｃ：７５％以上
Ｄ：７５％未満

Ｃ

【教職員】
配慮を必要とする生徒の把握に努め、関係者や保護
者と連携し共通理解を図り、対応や支援に取り組ん
でいる。

Ａ

⑤
基本的な生活
習慣の定着

・学習規律がきちんとで
きている。細かい部分ま
で目が行き届いている。
今の宇ノ気中生徒だか
らこそできることは何か
を考え、守りではなく攻
めの指導をしてほしい。
実態を捉え、適切な指
導を心がけてほしい。

・グッドマナーキャンペー
ンでも非常に挨拶が良
い。しかし、高校生にな
ると挨拶が少なくなる。
大人になるにつれて挨
拶しなくなる。挨拶が継
続するような指導、挨拶
ができる人の育成をお
願いしたい。

・掲示物がたくさん貼ら
れているのは良い。しか
し、見せるための掲示、
教員の満足のための掲
示になってはいけない。
メッセージ性の高い掲
示、本当に必要なものを
貼ることも大事だと思
う。掲示物を見る指導も
していく。

・最近のいじめは、大人
の目に見えないところで
発生することが多い。特
に、時間の使い方も含
めて望ましいネット利用
について、ネットトラブル
についてもアンテナを高
くして、気をつけて指導
していただきたい。

・不登校の現状とその原
因について、先生方全
員の共通理解と共通の
取組で今後も指導して
いただきたい。

・家庭との連携を密にし
ながら、メディアコント
ロールの取組を充実さ
せ、指導を続けてほし
い。

【生徒】
自分が困ったときに、悩みを聞いてくれたり、相談し
たりできる先生がいる。

Ｂ

【生徒】
いけないことをした時、真剣にしかってくれる先生が
いる。

Ａ

【保護者】
本校に、我が子が困ったときに頼って相談できる教
職員がいる。

Ｂ

【保護者】
学校は、生徒を理解するように努め、一人一人に応
じたきめ細かな指導に努めている。

Ｂ

②
★
いじめ対策の
充実

【教職員】
いじめの未然防止や早期発見のために、生徒理解
や生徒観察に努めている。

Ａ：９５％以上
Ｂ：８５％以上
Ｃ：７５％以上
Ｄ：７５％未満

Ａ

【保護者】
学校における、いじめの未然防止や早期発見のため
の取組が伝わってくる。

Ｃ

【生徒】
いじめは、どんな理由があってもいけないことだと思
う。

Ａ

④

【教職員】
生徒の基本的生活習慣の定着を図る指導をしてい
る。

Ａ：９０％以上
Ｂ：７５％以上
Ｃ：６０％以上
Ｄ：６０％未満

Ａ

【生徒】
しっかりとした身なりで学校生活を送っている。（頭髪
服装等）

Ａ

【教職員】
生徒は、学校でしっかりとあいさつや会釈をしてい
る。

Ａ

【生徒】
学校で、しっかりとあいさつや会釈ができている。

【生徒】
家庭では、メディアコントロール（テレビやインター
ネット・ゲーム等の使用）を心がけている。

Ｂ

【保護者】
我が子は、メディアコントロール（テレビ・インターネッ
ト・ゲーム等）を心がけている。

Ｄ

【教職員】
生徒にメディアコントロールの必要性を説明し、指導
している。

Ａ

Ａ

【生徒】
家庭や地域で、しっかりとあいさつをしている。 Ａ

【保護者】
我が子は、家庭であいさつをしている。 Ｂ

【生徒】
時間を守って登校するなど、より良い生活習慣や態
度で行動している。

Ａ

－　2　－



学校関係者評価

評価の観点
上段：中間 （アの数値）【H29前期】

下段：H30-H29
達成度判断基準

（肯定的なア＋イ）
評価 （学校関係者評価評価者による意見）

           平成３０年度　かほく市立宇ノ気中学校　学校評価報告書　（中間） ※ 保護者アンケート回収率
中間 【 ９１．８％ 】　年度末 【　　％】

４２７名中 ３９２名の回答（★：かほく市重点目標と関連のある取組　◆：かほく市共通アンケート項目） ア たいへんそう思う（十分満足）　　イ そう思う（やや満足）　　ウ あまり思わない（やや不十分）　　エ 全く思わない（不十分）

重点目標
自　己　評　価

取組状況　　【　○成果　　▲課題　　☆今後の対応、改善策　】
具体的な取組

　９１（３６）％【９２％】

－１％

　９６（３３）％【９６％】

±０％

　９５（５５）％【９４％】

＋１％

　８４（１７）％【８６％】

－２％

　９３（５４）％【９２％】

＋１％

　９１（４３）％【９０％】

＋１％

　７７（３３）％【７６％】

＋１％

　７９（８）％【８５％】

－６％

　６９（３７）％【７０％】

－１％

　４７（１９）％【５５％】

－８％

　９６（５０）％【９６％】

±０％

　１００（５０）％【９６％】

＋４％

　８７（４７）％【８４％】

＋３％

　９２（３８）％【９２％】

±０％

　６２（２９）％【５０％】

＋１２％

　８３（２５）％【８１％】

＋２％

　８８（２５）％【５９％】

＋２９％

　８１（３４）％【７５％】

＋６％

　９２（１７）％【９３％】

－１％

　９２（３８）％【９１％】

＋１％

　７９（１７）％【８９％】

－１０％

　９３（５２）％【９２％】

＋１％

　９９（７４）％【９８％】

＋１％

９６（６３）％【１００％】

－４％

　９１（７０）％【９６％】

－５％

　９４（６３）％【９６％】

－２％

　８６（５７）％【８３％】

＋３％

　８９（４２）％【８１％】

＋８％

　８７（５３）％【８８％】

－１％

　８５（３２）％【８９％】

－４％

　８９（４８）％【９３％】

－４％
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【生徒】
困っている友達がいたら、積極的に声をかけたり助
けたりすることができている。

①
★
道徳教育や人
権教育の推進

【教職員】
道徳の授業等で、生徒の道徳性を育む指導に努め
ている。

Ａ：９０％以上
Ｂ：７５％以上
Ｃ：６０％以上
Ｄ：６０％未満

○多くの生徒が、先生は自分の努力を認めてくれると思っている。（全体比９１％）

▲「自分にはよいところがあると思う」生徒が全体の７７％であり、４人に１人は自分に
自信が持てていない。

☆意図的に褒める、認めること多くしたり、さわやかカード等を活用し、「自分には、良
いところがある」と自信・自己肯定感を持たせることに努める。

【生徒】
自分には、よいところがあると思う。 Ｂ

③

豊
か
な
心
の
育
成

読書活動の推
進

【教職員】
生徒は、学校や家庭で進んで読書をしている。

Ａ：９０％以上
Ｂ：７５％以上
Ｃ：６０％以上
Ｄ：６０％未満

Ｂ
○朝、登校後に図書室で本を借りる生徒の姿を見かける。図書委員会が朝
早くから当番活動に取り組んでいる。

▲「読書をしていると答えた数値は、生徒・保護者ともに減少した。

☆図書館司書と連携を図り、図書ボランティアの活用と掲示物等で、学校や
家庭での読書を推進していく必要がある。

【生徒】
学校や家庭で進んで読書をしている。 Ｃ

【保護者】
我が子は、進んで読書をしている。 Ｄ

Ａ

②
自尊感情、自
己肯定感の育
成

【生徒】
先生方は、自分の努力したことをほめたり、認めたり
してくれている。 Ａ：９０％以上

Ｂ：７５％以上
Ｃ：６０％以上
Ｄ：６０％未満

Ａ

Ａ

○道徳の授業実践について教員の評価は昨年度よりも下回ったが、学級担
任として人権意識を高める指導、道徳授業の実践に努めている。生徒は９
５％と高い数値を示した。（生徒は昨年度比＋１％）
○困っている友達には積極的に声をかけたり、助けたりする生徒が多くいる。
（全体比９３％） 良好な人間関係の構築に努める意識が伺える。

▲道徳教育の指導については、計画的に実践していき、生徒の道徳性を育
む指導が必要である。
▲来年度の道徳の教科化に伴い、計画的に、系統的に指導していく必要が
ある。

☆日々の指導、継続的な実践の積み重ねで人権意識を高める。場に応じ
た、望ましい行動ができるような生徒の育成に努める。
☆温かい学級の雰囲気、より良い人間関係の構築に努める。

【教職員】
様々な教育活動を通して、人権意識を高める指導に
努めている。

Ａ

【生徒】
道徳の時間や様々な活動を通して、人としての生き
方について考えることができている。

Ａ

【保護者】
学校は、道徳（豊かな心）や感性を育む指導に努め
ている。

Ｂ

⑦
清掃活動の充
実

【教職員】
生徒は、こだわり清掃や黙働清掃ができている。

Ａ：９０％以上
Ｂ：７５％以上
Ｃ：６０％以上
Ｄ：６０％未満

Ｂ

⑧ 部活動の充実

⑨
楽しく充実した
学校づくり

【生徒】
家の人と学校のことについてよく話をしている。 Ａ：９０％以上

Ｂ：７５％以上
Ｃ：６０％以上
Ｄ：６０％未満

Ｂ

【生徒】
目標・目的をもって、学校生活を送っている。 Ｂ

④
行事、生徒会
活動、部活動
の活性化

【教職員】
学級や生徒会活動などで、生徒が主体的に活動で
きるよう努めている。

Ａ：９０％以上
Ｂ：７５％以上
Ｃ：６０％以上
Ｄ：６０％未満

Ａ

⑤
ボランティア活
動の推進

⑥

学校生活の向
上
（校歌、気づ
き・先読みの
行動）

○多くの生徒は募金活動に協力することができ、ボランティア活動に対する
意識も昨年度比＋１２％を示した。

☆災害発生時に行われている緊急募金だけでなく、世の中のためになるよう
なボランティア活動や学校を良くする運動を、ＪＲＣ委員会が中心に呼びかけ
ていきたい。
☆「ちょボラ」の表彰を行うなどし、ボランティア活動への関心・意欲を高めて
いきたい。

【教職員】
生徒は、ボランティア活動に積極的に参加している。 Ｂ

○生徒会活動に積極的に取り組んでいると答えた数値は、教職員・生徒・保
護者ともに昨年以上となった。

☆「学級会・三役会→生徒議会→生徒会執行部」の流れをつくり、全員参加
の生徒会活動を充実させていきたい。（学級会を1時間設定し、話し合った内
容を生徒議会で共有・協議し、執行部が決定事項等を全校集会で発表す
る。）
☆運動会・文化祭・生徒総会などの行事を、生徒が見通しを持ち、力を合わ
せて考え、決定していけるよう、方向付けをする。（運動会の種目と委員会の
決定、学校祭の学年出し物のあり方、総合の時間の使い方の方向付け）

【教職員】
生徒は、全校集会などで、大きな声で校歌を歌って
いる。

Ａ：９０％以上
Ｂ：７５％以上
Ｃ：６０％以上
Ｄ：６０％未満

Ｂ
○校歌に対する評価が教職員、生徒どちらも大きく前進した。（教職員：昨年
度比＋２９％、生徒：昨年度比＋６％）
○ほとんどの生徒は気づきの行動、先読みの行動を意識して行動できてい
る。

▲一部の積極的な生徒のみが達成感を感じており、全員ではない。

☆校歌うたい隊の効果が出ている。しかし、歌声の小さい生徒もいるので、
「校歌うたい隊」を継続して取り組み、校歌に対する全校生徒の意識を向上さ
せる。
☆５本柱の中に校歌があることを折に触れて伝える。（掲示、迎える会での伝
達、意識した取組） 校歌をよく歌っている生徒をさわやかカード等で褒める。

【生徒】
全校集会などで、大きな声で校歌を歌っている。 Ｂ

【教職員】
生徒は、気づきの行動や先読みの行動ができてい
る。

Ａ

【教職員】
生徒は、生徒会活動（行事、係活動や委員会）に積
極的に取り組んでいる。

Ａ

【生徒】
生徒会活動（行事、係活動や委員会）に積極的に取
り組んでいる。

Ｂ

【保護者】
我が子は、学校行事や学年行事に積極的に参加し
ている。

Ａ

【生徒】
気づきの行動や先読みの行動ができている。 Ａ

【生徒】
ボランティア活動（募金・ペットボトルキャップ集め等）
に積極的に参加している。 Ａ：９０％以上

Ｂ：７５％以上
Ｃ：６０％以上
Ｄ：６０％未満

Ｃ

○「物を大切に扱っている」という意識は高い。故意による破損はない。

▲こだわり清掃は十分に徹底できていない。教師と生徒との意識に差がある。生徒の
自己評価が甘い。
▲真面目に清掃活動に取り組んでいる生徒もいるが、一部いい加減な清掃で終わっ
ている生徒もいる。

☆教職員はチャイム前に掃除場所へ行き、早い取りかかりを促す。
☆汚れている場所や掃除の仕方を具体的に指導し、こだわり清掃、黙働清掃を徹底
する。さわやかカードで褒める。
☆長年の使用によりロッカーの金具が取れやすくなっている。丁寧に扱うように注意・
指導していく。

【生徒】
こだわり清掃や黙働清掃ができている。 Ａ

【生徒】
校舎や学校の用具などを大切に使っている。 Ａ

○学校のことについて家族で会話をすると答えた数値は、生徒・保護者とも
に増加した。

▲「学校へ行くのが楽しい」と答えた生徒・保護者は減少した。日々の授業や
行事等の学校生活の充実を図りたい。
▲「目的・目標をもって学校生活を頑張っている」と答えた生徒は昨年度より
も減少した。（昨年度比－４％）

☆生活目標を意識させる、先読みの行動を促すなど、目的・目標を持って生
活できるように普段から指導していきたい。
☆学校が楽しいと感じさせることが教師に求められる。すべての生徒が楽しく
学校に通えるように、更によい環境を整えていきたい。

【保護者】
家庭で、我が子と学校のことについてよく話をしてい
る。

Ｂ

【生徒】
学校へ行くのは楽しい。

Ａ：９５％以上
Ｂ：８５％以上
Ｃ：７５％以上
Ｄ：７５％未満

【教職員】
生徒は、部活動(地域のスポーツクラブ等)に意欲的
に取り組んでいる。

Ａ：９０％以上
Ｂ：７５％以上
Ｃ：６０％以上
Ｄ：６０％未満

Ａ
○教職員・生徒・保護者ともに部活動等には意欲的に取り組んでいると感じ
ている。（しかし、昨年度比はいずれも－ポイントを示した）

▲毎週２回の「休養日が意欲的に取り組めていない」と回答した理由のひと
つになっているのかもしれない。
▲部活動の見取り不足、下校指導の甘さ、部室や備品の管理の甘さが見ら
れる。

☆部活動指導は教育活動であり、「生徒を見守り、人としての成長の手助け
の場」である。問題が発生した際には、速やかに生徒指導と連携して解決に
当たる。

【生徒】
部活動(地域のスポーツクラブ等)に意欲的に取り組
んでいる。

Ａ

【保護者】
我が子は、部活動（地域のスポーツクラブ等）に意欲
的に取り組んでいる。

Ａ

Ｂ

【保護者】
我が子は、学校へ行くのが楽しいと言っている。 Ａ：９０％以上

Ｂ：７５％以上
Ｃ：６０％以上
Ｄ：６０％未満

Ｂ

・活字離れが進んでい
る。生徒たちは忙しくて
読書する時間がない。
活字離れは「文章が書
けない」「話し言葉が多く
なる」「短文ばかりにな
る」等の大きな弊害にな
る。話すための語彙力を
高める意味でも読書活
動が大切だと考える。ぜ
ひ読書活動を推進して
ほしい。
　そのためにも、小学校
での読書習慣をつけて
おくことが大切なので、
小中連携した読書活動
の取組を期待したい。
　学校図書館司書と連
携し、掲示物や校内放
送等で生徒への啓発を
進めるとともに、保護者
とも連携して読書活動を
推進してほしい。

・部活動では輝かしい成
績を今年も残していただ
いた。熱心に取り組んで
いる先生方や生徒の姿
がうかがえる。働き方改
革もあり、週２回の休養
日になり、部活動の時
間削減によって競技力
の低下が心配される。
社会のルールや思いや
りの心など、人間育成に
つながる指導を大切に
して今後も頑張っていた
だきたい。

・生徒が校歌を大きな声
で歌えるようになってき
たという結果が見える。
校歌を自信を持って歌
えるよう、継続した取組
と指導をお願いしたい。

－　3　－



学校関係者評価

評価の観点
上段：中間 （アの数値）【H29前期】

下段：H30-H29
達成度判断基準

（肯定的なア＋イ）
評価 （学校関係者評価評価者による意見）

           平成３０年度　かほく市立宇ノ気中学校　学校評価報告書　（中間） ※ 保護者アンケート回収率
中間 【 ９１．８％ 】　年度末 【　　％】

４２７名中 ３９２名の回答（★：かほく市重点目標と関連のある取組　◆：かほく市共通アンケート項目） ア たいへんそう思う（十分満足）　　イ そう思う（やや満足）　　ウ あまり思わない（やや不十分）　　エ 全く思わない（不十分）

重点目標
自　己　評　価

取組状況　　【　○成果　　▲課題　　☆今後の対応、改善策　】
具体的な取組

　９２（５４）％【９３％】

－１％

９６（２１）％【１００％】

－４％

　９９（７８）％【９８％】

＋１％

　９２（２９）％【９６％】

－４％

　８８（１７）％【８９％】

－１％

　９９（８７）％【９９％】

±０％

　８１（２３）％【８０％】

＋１％

　８９（５７）％【８８％】

＋１％

　８２（２７）％【７８％】

＋４％

　７９（４２）％【７８％】

＋１％

　９６（８４）％【９７％】

－１％

　９５（７６）％【９６％】

－１％

　８１（１９）％【８１％】

±０％

　９６（６３）％【９３％】

＋３％

　３４（１０）％【２８％】

＋６％

　９０（２６）％【９２％】

－２％

　９１（５５）％【９４％】

－３％

  ９８（９２）％【９７％】

＋１％

９６（６３）％【１００％】

－４％

　７４（２１）％【７４％】

±０％

　９１（２６）％【８５％】

＋６％

　９６（４８）％【１００％】

－４％

９２（５０）％【１００％】

－８％

　９３（２４）％【８８％】

＋５％

　９２（４２）％【８９％】

＋３％

　９５（４７）％【９５％】

±０％

９６（５４）％【１００％】

－４％

９６（５０）％【１００％】

－４％

　８８（４２）％【９３％】

－５％

　７８（４）％【－】

％（－）

：保護者

：生徒

：教職員

【教職員】
生徒は、交通マナーを守って登校している。（ﾍﾙﾒｯ
ﾄ、ﾍﾞｽﾄ、自転車の乗り方、徒歩のﾏﾅｰ）

Ｂ

Ａ

Ｂ

Ａ ☆日頃から危機管理意識を高く持つよう情報交換や情報の共有を図る。

・自転車の乗り方につい
ては、粘り強く指導を
行ってほしい。地域や保
護者とも連携して街頭
指導を行うなど、安全な
登下校を呼びかけてほ
しい。

・保護者に対して、各種
たより等で、生徒の健康
的な生活、安全に配慮
した生活について啓発
を進めていただきたい。

・朝ご飯を食べる習慣は
ほとんどの生徒にはあ
るようだが、好き嫌いせ
ずに食べることなど食育
指導については、他校
や他の団体の取組を参
考にして、進めていただ
きたい。

②

安全指導の充
実

【教職員】
生徒は、安全に注意しながら学校生活を送ってい
る。

Ａ：９０％以上
Ｂ：７５％以上
Ｃ：６０％以上
Ｄ：６０％未満

Ａ

○生徒の交通マナーを守って登下校に努めている意識が高い。（反面、地域
から自転車の乗り方が悪いと指摘を受けている。）

▲交差点など危険な場所の渡り方を引き続き指導していくことや、登下校時
は自転車による並列走行をしないことを徹底していきたい。
▲自転車（交通）マナーについては、その都度指導し、命に関わることを強く
伝えることを継続していく。
▲道路での立ち話は歩行者など他の人に迷惑がかかることを集会等で話を
していく。

☆並列走行や交差点・踏切での交通の仕方について､全校集会・学年集会・
学級・部活などで継続して指導していく。
☆交通マナーへの意識を更に高める方策も考えていく。生徒会と連携（白雲
隊の活用）して、生徒自身が安全を意識する取組を行う。
☆安全に対する意識を向上させるために､日常の指導と長期休業前の指導
を徹底する。
☆家庭・地域・学校が連携して不審者対策を推進するとともに、集会等で生
徒に対し、「いかのおすし」について指導を行う。

【生徒】
学校生活では、安全に注意しながら行動している。

①
危機管理意識
の向上

【教職員】
危機管理意識を高く持って、日常の安全指導を行っ
ている。

Ａ：９５％以上
Ｂ：８５％以上
Ｃ：７５％以上
Ｄ：７５％未満

③
生活習慣の向
上と健康な体
づくり

【生徒】
生活習慣（食事や睡眠等）を意識して自分の健康に
気をつけている。

【教職員】
授業や部活動で、体力ﾃｽﾄの結果を把握し、「体力
ｱｯﾌﾟﾏｲﾌﾟﾗﾝ」に基づく指導を行っている。

Ａ

【保護者】
学校は、交通安全や不審者対策などの指導に努め
ている。

Ａ

※交通ルー
ル・マナーの
遵守

5

開
か
れ
た
信
頼
さ
れ
る
学
校

①

★
積極的な情報
発信と学校公
開

【教職員】
学校は、便りやホームページによる情報提供を十分
に行っている。

Ａ：９０％以上
Ｂ：７５％以上
Ｃ：６０％以上
Ｄ：６０％未満

Ａ

【教職員】
学校は、授業や行事などを積極的に公開している。 Ａ

4

健
康
・
安
全
指
導
の
推
進

・家庭環境の良さが生
活の安定、品行方正に
つながると考える。家庭
との協力・連携を徹底し
ていただきたい。

・自分ができているかど
うか気付く指導が大事。
自分の意思でやってい
るのか、やらされている
のかで取組や結果が変
わる。褒める・認める指
導や言葉かけをお願い
したい。

・生徒は環境が良くて、
今の自分があることに
気付いていないのでは
ないか。自分に厳しい目
を持って行動できる生徒
を育ててほしい。たとえ
悪い環境のなかでも他
人に流されない行動が
できることが必要にな
る。中学校時代で「強い
芯」を形成してほしい。
人間の基盤づくり・根幹
づくりを目指してほしい。

・各種たよりが配付さ
れ、学校の様子がよくわ
かり、多くの情報が提供
されている。メール配信
やホームページの更新
など情報提供に努力し
ていただいている。

【保護者】
学校のホームページを定期的に見ている。 Ｄ

【保護者】
学校だよりや学年だより等で、学校の指導方針や子
どもたちの様子などが、分かりやすく伝わってくる。

Ａ

【保護者】
学校からのたよりやお知らせに目を通している。 Ａ

【保護者】
「いいメールかほく」に登録している。 Ａ

【保護者】
授業参観や学校行事等に積極的に参加している。 Ｃ

【保護者】
学校は、相談や問い合わせに適切に応じてくれる。 Ａ

②
学校評価の充
実

【教職員】
学校は、外部評価等を学校運営の改善に役立てる
よう努力している。

Ａ：９０％以上
Ｂ：７５％以上
Ｃ：６０％以上
Ｄ：６０％未満

Ａ

③

※
そ
の
他

※
学校経営方針
に基づく指導
の充実

【教職員】
「生徒が主役」という意識を持って、日々の指導にあ
たっている。

Ａ：９５％以上
Ｂ：８５％以上
Ｃ：７５％以上
Ｄ：７５％未満

Ａ

★
地域人材の活
用

【教職員】
学校は、地域の外部人材の活用を積極的に行って
いる。

Ａ

④
★
保護者・地域
との連携

【保護者】
学校のＰＴＡ活動は活発である。 Ａ

【教職員】
学校は、小中連携を積極的に進めている。 Ａ

【保護者】
学校を信頼して子どもを預けている。

▲「チーム宇中」として学年会、教科部会、分掌を担当する職員と共通理解・
共通実践ができていると考える教職員が昨年度比－５％だった。

☆「生徒を主役とした、活力のある学校」にするため、生徒を前面に出し、生
徒の頑張る場面を多く設定する。
☆すべては子どもに返ることを常に念頭において、教育実践を行っていく。
☆教職員が目的達成の意識を高く持ち、一体となって取り組んでいく必要が
ある。取組の検証をきめ細かく行い、共通した実践を取り組んでいく。
☆風通しのよい職場環境にするため、報告・連絡・相談を徹底する。

【教職員】
一人一人の生徒を大切に、「褒めて、認めて、伸ば
す」指導に心がけている。

Ａ

【教職員】
「チーム宇中」として同学年・教科・分掌を担当する職
員と共通理解・共通実践を進めている。

Ｂ

【教職員】　［新］
最終退校時刻や定時退校日を意識して業務を進め
るなど、「働き方改革」の推進に努めている。

Ｂ

Ａ：９５％以上
Ｂ：８５％以上
Ｃ：７５％以上
Ｄ：７５％未満

Ａ

○「学校は相談や問い合わせに適切に応じてくれる」と感じている保護者が
昨年度比＋６％となり、全体の９０％を超えた。また、ほとんどの保護者
（95％）が、「学校を信頼して子どもを預けている」という回答であった。今後と
も、信頼される学校づくりに努めていきたい。
○数値が表すように、学校公開がしっかりと定着している。
　「いいメールかほく」に登録している保護者が全体の９８％、学校からのたよ
りやお知らせに目を通している保護者は全体の９１％いる。
○全体の９０％の保護者が、学校だよりや学年だより等から、子どもたちの様
子が分かりやすく伝わっていると感じている。しかし、ホームページを見る保
護者の数値は昨年度比＋６％と増加したが、相変わらず低いので、工夫や手
だてが必要である。
○授業参観や学校行事に参加する保護者は全体の７４％とこれまでと変わら
ない。毎月の行事予定を見やすくし、各種たよりや学校ＨＰにも行事予定を掲
載し、開かれた学校づくりに努めている。

▲「外部評価を学校運営の改善に役立てる必要がある」、「地域の外部人材
の活用を積極的に行う必要がある」と考える教職員が増えた。

☆学校の様子や生徒の頑張りを発信することで信頼度を高めることにつなが
ると考える。情報をわかりやすく伝え、より多くの保護者に見てもらえるような
ホームページとなるよう、工夫をしたい。
☆今後も外部評価をしっかりと受け止め、より良い学校運営ができるように努
めていきたい。学校の教育活動をより多くの保護者に伝え、保護者と学校が
協力できる体制づくりを確立したい。保護者が参加可能な行事を掲載するよ
うにしたい。
☆コミュニティ・スクールの機能を推進したい。地域にいる人材を外部講師と
して招聘する。地域のマンパワーを活用した取組や実践を行っていきたい。
☆保護者全員参加のＰＴＡ活動を推進し、ＰＴＡと協力して学校を支えるより良
い活動になるようにしたい。
　　例１：ＰＴＡによる学校清掃活動（今年以上にＰＴＡが中心の活動とする。）
　　例２：年間行事複数回から、必ず１回の参加、手伝いを依頼する。
☆年度始めに綿密な年間計画を立て、校区３校がスムーズな接続、より効果
的な小中連携を推進していく必要がある。

【生徒】
交通マナーを守って登校している。（ヘルメット、ベス
ト、自転車の乗り方、徒歩のマナー）

Ａ

【保護者】
本校生徒の交通マナー（自転車・徒歩）はよい。 Ｂ

Ｂ
○朝食を食べている生徒の数値は相変わらず高いが、継続的に食育指導を
実践していく。
○クラブパレットと連携して合同トレーニングを実施することで、運動の楽しさ
を味わえる良い機会となっている。

▲保護者の「生徒は規則正しい生活習慣が身に付いている」では昨年度比
＋４％だったが、８２％と数値は高くない。家庭でゲームをしたり、テレビを見
たり等で就寝時間が遅くなっているところがポイントを下げている理由に考え
られる。

☆給食当番の3点セットを身につけることや給食準備から食べ始めるまでの
流れについて、年度当初に職員、生徒の共通理解が必要である。
☆「命をいただいている」視点を大切にし、継続して「盛りきる、食べきる指導」
をしていく。「食」への関心を高めるために、２学期に栄養教諭による、食育指
導を実施する。
☆各顧問が連携を図りながら指導法、トレーニング方法を学び、部活動指導
していくことが必要である。
☆保健体育科と連携して、体力向上についての手立てを考えることが必要で
ある。体力テストの結果の把握と「体力アップマイプラン」について、今後も継
続して取り組む。

【保護者】
我が子は、規則正しい生活習慣（食事や睡眠など）
が身についている。

Ｂ

【教職員】
朝食の大切さなど、食育に関する指導を行っている。 Ｂ

【生徒】
朝食を毎日食べている。 Ａ

【保護者】
我が子は、朝食を毎日食べている。
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